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(57)【要約】
　送信装置１は、入力電力から送信アンテナの共振周波
数に合わせた電力を出力する送信電源１２と、送信アン
テナ１３毎に設けられ、送信電源１２により出力された
電力を当該送信アンテナ１３に供給する供給線路を接続
又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチ１４と、
送信電源１２の保護機能を利用し、受信アンテナ２１が
送信アンテナ１３に近づくことにより変化する当該送信
電源１２に関するパラメータを検出するパラメータ検出
部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、
出力検出部１２４）と、パラメータ検出部による検出結
果から受信アンテナ２１の位置を推定し、当該受信アン
テナ２１の位置からスイッチ１４の切替え制御を行うス
イッチ制御部１２５とを有する。



(2) JP WO2016/088261 A1 2016.6.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた共
振型電力伝送システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づくこと
により変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする共振型電力伝送システム。
【請求項２】
　前記パラメータ検出部は、
　前記入力電力に関するパラメータを検出する入力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項３】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源内部に関するパラメータを検出する電源パラメータ検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項４】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源から出力された電力に関するパラメータを検出する出力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項５】
　前記送信電源は、前記送信アンテナ毎に設けられた
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項６】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、全ての前記送信アン
テナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項７】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、順に前記送信アンテ
ナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項８】
　前記送信装置は、
　学習動作において、前記受信アンテナが配置された位置を示す情報を取得する位置情報
取得部と、
　前記学習動作において、前記パラメータ検出部による検出結果と、前記位置情報取得部
により取得された該当する前記受信アンテナの位置を示す情報とを関連付けて記録する記
録部とを備え、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記記録部に記録さ
れた情報も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項９】
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、前記パラメータ検出部により検出されたパラメータの変化量が大きい前
記送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
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　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１０】
　前記送信装置は、
　前記送信電源と前記送信アンテナとのインピーダンスを整合する整合回路を有し、
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、当該複数の送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切
替え、且つ前記整合回路により当該送信アンテナに出力される電力の位相差を制御させる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１１】
　前記送信装置は、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に
当該受信アンテナの存在を検出する送信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記送信側位置推定
補助部による検出結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、
　前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当該受信アンテナの存在を前記送
信装置に通知する受信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記受信側位置推定
補助部による通知結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１３】
　前記受信側位置推定補助部は、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当
該送信アンテナから供給された電力を用いて駆動する
　ことを特徴とする請求項１２記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１４】
　複数の送信アンテナを有する送信装置において、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源の保護機能を利用し、受信装置の受信アンテナが前記送信アンテナに近づ
くことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部と
　を有することを特徴とする送信装置。
【請求項１５】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた給
電位置制御システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づくこと
により変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信
アンテナの位置を推定し、当該受信アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行う
スイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする給電位置制御システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　この発明は、複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置
とを備えた共振型電力伝送システム、送信装置及び給電位置制御システムに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数配置された送信アンテナに受信アンテナが近づいた際に、この受信アン
テナの位置及び姿勢を推定し、特定の送信アンテナとの間で電力伝送を行うシステムが知
られている（例えば特許文献１参照）。この特許文献１に開示されたシステムでは、送信
側において、存在検知部が各給電用コイル（送信アンテナ）の電圧を検知し、位置姿勢推
定部がその検知結果に基づき受信用コイル（受信アンテナ）の位置及び姿勢を推定してい
る。また、メモリには、受電装置（受信装置）の出力電力に関するテーブルが予め記憶さ
れている。そして、給電制御部は、位置姿勢推定部による推定結果から、メモリに記憶さ
れたテーブルを参照することで、受電装置の出力電力が最大となる給電パターンを選択し
、給電を行う。これにより、受信アンテナの位置及び姿勢に関わらず、高効率で受電装置
に電力を供給することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２７２４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来構成では、受信アンテナの位置及び姿勢の推定を行い、受電装置に
対して給電を行うために、多数の専用回路（存在検知部、位置姿勢推定部、メモリ、給電
制御部）を設けている。よって、システム全体として、小型化、軽量化、低コスト化が困
難という課題がある。また、上記専用回路の消費電力により、システム全体の消費電力が
大きくなるという課題がある。
【０００５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、従来構成に対し、シ
ステム全体として小型化、軽量化、低コスト化を図ることができ、また、システム全体と
しての消費電力を低減することができる共振型電力伝送システム、送信装置及び給電位置
制御システムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明に係る共振型電力伝送システムは、複数の送信アンテナを有する送信装置と、
受信アンテナを有する受信装置とを備え、送信装置は、入力電力から送信アンテナの共振
周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、送信アンテナ毎に設けられ、送信電源によ
り出力された電力を当該送信アンテナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え
可能な複数のスイッチと、送信電源の保護機能を利用し、受信アンテナが送信アンテナに
近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部
と、パラメータ検出部による検出結果から受信アンテナの位置を推定し、当該受信アンテ
ナの位置からスイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、上記のように構成したので、従来構成に対し、システム全体として
小型化、軽量化、低コスト化を図ることができ、また、システム全体としての消費電力を
低減することができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】この発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムによる位置推定動作を示
すフローチャートである（全ての送信アンテナを同時にＯＮ状態にする場合）。
【図３】図２に示す位置推定動作において、受信アンテナが送信アンテナに接近した場合
の信号の変化例を示す図である。
【図４】この発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムによる位置推定動作を示
すフローチャートである（送信アンテナを順にＯＮ状態にする場合）。
【図５】図４に示す位置推定動作において、受信アンテナが送信アンテナに接近した場合
の信号の変化例を示す図である。
【図６】この発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムにおいて、検出するパラ
メータに適用可能な位置推定方法を示す一覧表である。
【図７】この発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムによる位置推定動作を説
明する図である（送信アンテナをブロック単位で順にＯＮ状態にする場合）。
【図８】この発明の実施の形態２に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である。
【図９】この発明の実施の形態３に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である。
【図１０】この発明の実施の形態３に係る共振型電力伝送システムによる学習動作を示す
フローチャートである。
【図１１】この発明の実施の形態３に係る共振型電力伝送システムによる位置推定動作を
示すフローチャートである。
【図１２】この発明の実施の形態４に係る共振型電力伝送システムの動作を説明する図で
ある。
【図１３】この発明の実施の形態５に係る共振型電力伝送システムの動作を説明する図で
ある。
【図１４】この発明の実施の形態６に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である
。
【図１５】この発明の実施の形態７に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である
。
【図１６】この発明の実施の形態８に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照しながら詳細に説明する。
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である。
　共振型電力伝送システムは、図１に示すように、複数の送信アンテナ１３を有する送信
装置１と、受信アンテナ２１を有する受信装置２とを備えている。この共振型電力伝送シ
ステムは、送信アンテナ１３に近づいた受信アンテナ２１の位置を推定し、その位置から
特定の送信アンテナ１３を動作させる機能（給電位置制御システムの機能）を有し、その
動作させた送信アンテナ１３と受信アンテナ２１との間で電力伝送を行うものである。
【００１０】
　送信装置１は、図１に示すように、一次電源１１、送信電源１２、複数の送信アンテナ
１３及び複数のスイッチ１４を有している。
【００１１】
　一次電源１１は、直流電力を出力するものである。
　送信電源１２は、一次電源１１からの直流電力（入力電力）から、送信アンテナ１３の
共振周波数に合わせた電力（高周波電力）を出力するものである。この送信電源１２の詳
細については後述する。なお図１の例では、複数の送信アンテナ１３に対して１つの送信
電源１２を設け、送信電源１２からの出力が並列に各送信アンテナ１３に出力されている
。
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【００１２】
　送信アンテナ１３は、送信電源１２からの高周波電力の周波数と同一周波数で共振する
ものである。図１の例では、２０個の送信アンテナ１３をアレイ状に配置した場合を示し
ているが、設置数はこれに限らない。
【００１３】
　スイッチ１４は、送信アンテナ１３毎に設けられ、送信電源１２からの高周波電力を当
該送信アンテナ１３に供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能なものである
。このスイッチ１４により供給線路が接続された場合には、送信アンテナ１３はＯＮ状態
となり伝送モードとなる。一方、スイッチ１４により供給線路が切断された場合には、送
信アンテナ１３はＯＦＦ状態となり非伝送モードとなる。よって、ＯＮ状態とＯＦＦ状態
とで送信アンテナ１３の共振周波数が大きく異なるため、周囲の送信アンテナ１３に影響
を及ぼさない。このスイッチ１４としては、例えば、リレー、フォトカプラ、トランジス
タ等を用いることができる。
【００１４】
　また、送信電源１２は、図１に示すように、インバータ回路１２１、入力検出部１２２
、電源パラメータ検出部１２３、出力検出部１２４、スイッチ制御部１２５及び整合回路
１２６を有している。
【００１５】
　インバータ回路１２１は、一次電源１１からの直流電力を、各送信アンテナ１３に出力
するための交流電力に変換するものである。
　入力検出部１２２は、一次電源１１から送信電源１２に入力される直流電力に関するパ
ラメータを検出するものである。この際、入力検出部１２２は、送信電源１２の入力電流
、入力電圧のうち少なくとも１つ以上を検出する。
【００１６】
　電源パラメータ検出部１２３は、送信電源１２内部のインバータ回路１２１に関するパ
ラメータを検出するものである。この際、電源パラメータ検出部１２３は、例えば、イン
バータ回路１２１の共振電圧、共振電流、共振電圧と共振電流の位相、インバータ回路１
２１内のスイッチング素子のドレイン－ソース間の電圧Ｖｄｓ又は電流Ｉｄｓ、インバー
タ回路１２１内の素子（ＦＥＴ（Ｆｉｅｌｄ　Ｅｆｆｅｃｔ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）、
キャパシタ、インダクタ等）の発熱等のうち少なくとも１つ以上を検出する。
【００１７】
　出力検出部１２４は、送信電源１２から出力された電力（インバータ回路１２１により
変換された交流電力）に関するパラメータを検出するものである。この際、出力検出部１
２４は、例えば、インバータ回路１２１からの出力電圧又は出力電流（位相、振幅、実効
値、周波数）、透過電力、反射電力等のうち少なくとも１つ以上を検出する。
【００１８】
　なお、入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３及び出力検出部１２４は、本発
明の「前記送信電源に設けられ、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づくことによ
り変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部」を構成する。
そして、このパラメータ検出部の機能は、送信電源１２が通常に有している保護機能（電
源１２の破壊を防止するための機能）を利用することで実現可能であり、専用回路は不要
である。また図１では、パラメータ検出部として、入力検出部１２２、電源パラメータ検
出部１２３及び出力検出部１２４を全て有している場合を示しているが、これらの検出部
１２２～１２４のうち少なくとも１つ以上有していればよい。なお、複数のパラメータを
検出することで、位置推定精度を向上させることができる。
【００１９】
　スイッチ制御部１２５は、パラメータ検出部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出
部１２３、出力検出部１２４）による検出結果から受信アンテナ２１の位置を推定する機
能（位置推定機能）と、当該受信アンテナ２１の位置に基づいてスイッチ１４の切替え制
御を行う機能（切替え制御機能）とを有するものである。このスイッチ制御部１２５は、
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ソフトウェアに基づくＣＰＵを用いたプログラム処理によって実行される。
【００２０】
　整合回路１２６は、送信電源１２と送信アンテナ１３とのインピーダンスを整合するも
のである。
【００２１】
　一方、受信装置２は、図１に示すように、受信アンテナ２１及び整流回路２２を有して
いる。
　受信アンテナ２１は、送信アンテナ１３の共振周波数と同一周波数で共振するものであ
る。これにより、送信アンテナ１３から高周波電力を受信する。
　整流回路２２は、受信アンテナ２１により受信された高周波電力（交流電力）を直流電
力に変換するものである。
【００２２】
　次に、上記のように構成された共振型電力伝送システムによる受信アンテナ２１の位置
推定動作について説明する。
　共振型電力伝送システムによる位置推定動作には、全ての送信アンテナ１３を同時にＯ
Ｎ状態にして受信アンテナ２１の位置推定を行う方法（第１の位置推定方法）と、送信ア
ンテナ１３を順にＯＮ状態にして受信アンテナ２１の位置推定を行う方法（第２の位置推
定方法）とがある。
【００２３】
　まず、全ての送信アンテナ１３を同時にＯＮ状態にして受信アンテナ２１の位置推定を
行う方法について、図２，３を参照しながら説明する。
　この場合、図２に示すように、まず、送信装置１のスイッチ制御部１２５は、全ての送
信アンテナ１３を同時にＯＮ状態にするようスイッチ１４を切替える（ステップＳＴ２０
１）。なおこの際、全ての送信アンテナ１３を定常的にＯＮ状態としてもよいし、任意の
周期でパルス状にＯＮ状態としてもよい。
【００２４】
　次いで、パラメータ検出部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、出力検
出部１２４）は送信電源１２に関するパラメータを検出し、スイッチ制御部１２５は当該
パラメータに変化があるか（反応があるか）を判断する（ステップＳＴ２０２）。図３（
ａ）では図１に示す１番目の送信アンテナ１３に対し、図３（ｂ）では図１に示す１０番
目の送信アンテナ１３に対し、それぞれ出力検出部１２４で反射電力を検出した場合を示
している。この図３（ａ），（ｂ）に示すように、時刻ｔ１では、反射電力に変化はなく
、反射電力が検出閾値α１より大きいため、１番目と１０番目の送信アンテナ１３には受
信アンテナ２１が近づいてないと判断できる。このステップＳＴ２０２において、送信電
源１２に関するパラメータの変化がないと判断した場合には、シーケンスは再びステップ
ＳＴ２０２に戻り待機状態となる。
【００２５】
　一方、ステップＳＴ２０２において、スイッチ制御部１２５は、パラメータに変化があ
ると判断した場合には、受信アンテナ２１の位置を推定する（ステップＳＴ２０３）。す
なわち、図３（ｂ）では、時刻ｔ２において反射電力が検出閾値α１以下となっているた
め、１０番目の送信アンテナ１３に受信アンテナ２１が近づいていると判断できる。
　その後、スイッチ制御部１２５は、検出した受信アンテナ２１の位置に基づいて、スイ
ッチ１４の切替え制御を行う。図３の例では、１０番目の送信アンテナ１３のみをＯＮ状
態にするようにスイッチ１４を切替える。その後、受信アンテナ２１が送信アンテナ１３
から離れた場合には、初期状態に戻る。
【００２６】
　次に、送信アンテナ１３を順にＯＮ状態にして受信アンテナ２１の位置推定を行う方法
について、図４，５を参照しながら説明する。
　この場合、図４に示すように、まず、送信装置１のスイッチ制御部１２５は、送信アン
テナ１３を１つずつ順にＯＮ状態にするようスイッチ１４を切替える（ステップＳＴ４０
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１）。なおこの際の切替え順序は適宜設定可能である。
【００２７】
　次いで、パラメータ検出部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、出力検
出部１２４）は送信電源１２に関するパラメータを検出し、スイッチ制御部１２５は当該
パラメータに変化があるか（反応があるか）を判断する（ステップＳＴ４０２）。図５は
入力検出部１２２により入力電流を検出した場合を示す図である。図５では、時刻ｔ１の
ときに図１に示す１番目の送信アンテナ１３をＯＮ状態とし、時刻ｔ２のときに２番目の
送信アンテナ１３をＯＮ状態にし、以降、図１に示す番号順に送信アンテナ１３をＯＮ状
態とする場合を示している。この図５に示すように、時刻ｔ１～ｔ９では入力電流に変化
はなく、入力電流が検出閾値α２より低いため、１～９番目の送信アンテナ１３には受信
アンテナ２１が近づいてないと判断できる。このステップＳＴ４０２において、送信電源
１２に関するパラメータの変化がないと判断した場合には、シーケンスは再びステップＳ
Ｔ４０２に戻り待機状態となる。
【００２８】
　一方、ステップＳＴ４０２において、スイッチ制御部１２５は、パラメータに変化があ
ると判断した場合には、受信アンテナ２１の位置を推定する（ステップＳＴ４０３）。す
なわち、図５では、時刻ｔ１０において入力電流が検出閾値α２以上となっているため、
１０番目の送信アンテナ１３に受信アンテナ２１が近づいていると判断できる。なお、電
流値が増加する方に変化するか、減少する方に変化するかは回路構成で決定される。
　その後、スイッチ制御部１２５は、検出した受信アンテナ２１の位置に基づいて、スイ
ッチ１４の切替え制御を行う。図５の例では、１０番目の送信アンテナ１３のみをＯＮ状
態にするようにスイッチ１４を切替える。その後、受信アンテナ２１が送信アンテナ１３
から離れた場合には、初期状態に戻る。
【００２９】
　図６は検出するパラメータに適用可能な位置推定方法を示す一覧表である。
　この図６に示すように、入力検出部１２２により検出されるパラメータ、電源パラメー
タ検出部１２３により検出されるパラメータを用いる場合には、第２の位置推定方法のみ
適用可能である。出力検出部１２４により検出されるパラメータについては、第１，２の
位置推定方法のいずれも適用可能である。
【００３０】
　以上のように、この実施の形態１によれば、送信電源１２の保護機能を利用したパラメ
ータ検出部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、出力検出部１２４）によ
り、受信アンテナ２１が送信アンテナ１３に近づくことにより変化する当該送信電源１２
に関するパラメータを検出し、スイッチ制御部１２５により、パラメータ検出部による検
出結果から受信アンテナ２１の位置を推定し、当該受信アンテナ２１の位置に基づいてス
イッチ１４の切替え制御を行うように構成したので、送信装置１が通常有する機能を利用
して受信アンテナ２１の位置推定が行えるため、従来構成に対し、システム全体として小
型化、軽量化、低コスト化を図ることができ、また、システム全体としての消費電力を低
減することができる。
【００３１】
　なお上記では、送信装置１に１つの受信装置２が近づいた場合を例に説明を行った。し
かしながら、送信装置１に複数の受信装置２が近づいた場合にも、同様に、各々の受信装
置２の受信アンテナ２１が近づいた送信アンテナ１３をＯＮ状態にすることで、電力伝送
が可能である。
【００３２】
　また図４，５では、第２の位置推定方法として、送信アンテナ１３を１つずつ順にＯＮ
状態に切替える場合を示した。それに対し、送信アンテナ１３をブロック単位で順にＯＮ
状態に切替えて、受信アンテナ２１の位置推定を行うようにしてもよい。以下、図７の例
を参照しながら動作説明を行う。図７では、受信アンテナ２１が１２番目の送信アンテナ
１３に近づいた場合を想定している。また、図７において、グレーの送信アンテナ１３が
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ＯＮ状態の送信アンテナ１３である。
【００３３】
　この場合、図７（ａ）に示すように、まず、スイッチ制御部１２５は、下半分のブロッ
クである１～１０番目の送信アンテナ１３を同時にＯＮ状態にするようスイッチ１４を切
替える。この場合、１～１０番目の送信アンテナ１３には受信アンテナ２１が近づいてい
ないため、送信電源１２に関するパラメータには変化がない。
【００３４】
　次に、スイッチ制御部１２５は、図７（ｂ）に示すように、上半分のブロックである１
１～２０番目の送信アンテナ１３を同時にＯＮ状態にするようスイッチ１４を切替える。
この場合には、送信電源１２に関するパラメータに変化があるため、この１１～２０番目
の送信アンテナ１３のいずれかに受信アンテナ２１が近づいていると判断できる。
【００３５】
　そこで、スイッチ制御部１２５は、図７（ｃ）に示すように、上半分のブロックのうち
１１～１５番目の送信アンテナ１３を同時にＯＮ状態にするようスイッチ１４を切替える
。この場合には、送信電源１２に関するパラメータに変化があるため、この１１～１５番
目の送信アンテナ１３のいずれかに受信アンテナ２１が近づいていると判断できる。
【００３６】
　そこで、図７（ｄ）に示すように、１１番目の送信アンテナ１３から順にＯＮ状態にす
るようスイッチ１４を切替える。この場合、図７（ｅ）に示すように、１２番目の送信ア
ンテナ１３をＯＮ状態にした際に、送信電源１２に関するパラメータが変化する。よって
、１２番目の送信アンテナ１３に受信アンテナ２１が近づいていると判断できる。
【００３７】
　このように、ブロック単位で送信アンテナ１３を順にＯＮ状態にすることで、１つずつ
送信アンテナ１３をＯＮ状態にする場合に対し、位置推定までの処理回数が減り、処理時
間を短縮化することができる。
【００３８】
実施の形態２．
　実施の形態１では、複数の送信アンテナ１３に対して１つの送信電源１２を設けた場合
について示した。それに対し、図８に示すように、送信アンテナ１３毎に送信電源１２を
設けるようにしてもよい。なお図８では、送信装置１の一次電源１１及び受信装置２の整
流回路２２の図示を省略している。図８に示す構成により、システム全体としての伝送電
力を増大させることができる。
　また、送信アンテナ１３毎に送信電源１２を設けることで、各送信電源１２を小型化で
きるため、各送信アンテナ１３に送信電源１２を組込んで一体型とすることもできる。
【００３９】
実施の形態３．
　図９はこの発明の実施の形態３に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である。
この図９に示す実施の形態３に係る共振型電力伝送システムは、図１に示す実施の形態１
に係る共振型電力伝送システムに位置情報取得部１５及び記録部１６を追加したものであ
る。その他の構成は同様であり、同一の符号を付して異なる部分についてのみ説明を行う
。
【００４０】
　位置情報取得部１５は、学習動作において、受信アンテナ２１が配置された位置を示す
情報を取得するものである。
　記録部１６は、学習動作において、パラメータ検出部による検出結果と、位置情報取得
部１５により取得された該当する受信アンテナ２１の位置を示す情報とを関連付けて記録
するメモリである。
　そして、スイッチ制御部１２５は、受信アンテナ２１の位置を推定する際に、記録部１
６に記録された情報も用いる。
【００４１】
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　次に、実施の形態３に係る共振型電力伝送システムによる位置推定動作について説明す
る。
　実施の形態３に係る共振型電力伝送システムでは、事前に受信アンテナ２１の位置毎に
パラメータ検出部により検出されたパラメータを記録する学習動作と、記録部１６に記録
された情報を用いた位置推定動作とを行う。
【００４２】
　まず、共振型電力伝送システムによる学習動作について、図１０を参照しながら説明す
る。
　共振型電力伝送システムによる学習動作では、図１０に示すように、まず、作業者が受
信アンテナ２１を順に送信アンテナ１３に近づけるように配置する。そして、位置情報取
得部１５は、その際の受信アンテナ２１の位置を示す情報を取得する（ステップＳＴ１０
０１）。この際、位置情報取得部１５は、作業者により入力装置（不図示）を用いて入力
された受信アンテナ２１の位置を示す情報を取得するようにしてもよいし、その他の方法
により位置情報を取得するようにしてもよい。
【００４３】
　一方、パラメータ検出部（入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、出力検出
部１２４）は、送信電源１２に関するパラメータを検出する（ステップＳＴ１００２）。
なおこの際、全ての送信アンテナ１３は、スイッチ制御部１２５により同時にＯＮ状態と
してもよいし、任意の個数の送信アンテナ１３のみ同時にＯＮ状態としてもよい。
【００４４】
　次いで、記録部１６は、パラメータ検出部による検出結果と、位置情報取得部１５によ
り取得された該当する受信アンテナ２１の位置を示す情報とを関連付けて記録する（ステ
ップＳＴ１００３）。これによりデータベースを得る。
【００４５】
　次に、共振型電力伝送システムによる位置推定動作について、図１１を参照しながら説
明する。
　この場合、図１１に示すように、まず、スイッチ制御部１２５は全ての送信アンテナ１
３を同時にＯＮ状態にするようにスイッチ１４の切替え制御を行い、パラメータ検出部（
入力検出部１２２、電源パラメータ検出部１２３、出力検出部１２４）は送信電源１２に
関するパラメータを検出し、スイッチ制御部１２５は当該パラメータに変化があるかを判
断する（ステップＳＴ１１０１，１１０２）。このステップＳＴ１１０２において、送信
電源１２に関するパラメータに変化がない場合には、シーケンスは再びステップＳＴ１１
０２に戻り待機状態となる。また、スイッチ１４の切替え制御は、全ての送信アンテナ１
３を同時にＯＮ状態としてもよいし、任意の個数の送信アンテナ１３を同時にＯＮ状態と
してもよい。
【００４６】
　一方、ステップＳＴ１１０２において、スイッチ制御部１２５は、送信電源１２に関す
るパラメータに変化があると判断した場合には、そのパラメータと記録部１６に記録され
たデータベースとを比較する（ステップＳＴ１１０３）。すなわち、データベース内に該
当するパラメータの変化が存在するかを判断し、存在する場合には当該パラメータに関連
付けられた受信アンテナ２１の位置を抽出する。
　そして、スイッチ制御部１２５は、この比較結果も用いて、受信アンテナ２１の位置を
推定する（ステップＳＴ１１０４）。これにより、位置推定の処理時間を短縮化すること
ができる。
【００４７】
　以上のように、この実施の形態３によれば、学習動作において、事前に、受信アンテナ
２１が配置された位置を示す情報を取得し、その際に検出されたパラメータと関連付けて
記録し、受信アンテナ２１の位置を検出する際にその情報も用いるように構成したので、
実施の形態１における効果に加え、位置推定の処理時間を短縮化することができる。
【００４８】
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　なお上記では、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送信電源１２を
設けた構成）に実施の形態３の機能を設けた場合について示した。それに対し、実施の形
態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２を設けた構成）に実施の形態３の機能を
設けてもよく、これにより、受信アンテナ２１の位置推定精度が向上する。
【００４９】
実施の形態４．
　実施の形態１では、受信アンテナ２１が１つの送信アンテナ１３上に近づき、これを検
出する場合を想定して説明を行った。しかしながら、受信アンテナ２１の位置が複数の送
信アンテナ１３の位置に跨って近づく場合もある。そこで、実施の形態４では、これを考
慮した場合について示す。なお、実施の形態４に係る共振型電力伝送システムは、図１に
示す構成と同様であり、以下図１の構成を用いて、異なる部分についてのみ説明する。
【００５０】
　スイッチ制御部１２５は、推定した受信アンテナ２１の位置が複数の送信アンテナ１３
の位置に跨る場合、パラメータ検出部により検出されたパラメータの変化量が大きい送信
アンテナ１３の供給線路を接続するようスイッチ１４を切替える。
【００５１】
　例えば図１２に示すように、受信アンテナ２１の位置が１番目と２番目の送信アンテナ
１３の位置に跨り、且つ２番目の送信アンテナ１３の方が１番目の送信アンテナ１３に対
して受信アンテナ２１との対向面積が広いとする。この場合、パラメータ検出部により検
出されるパラメータの変化量は２番目の送信アンテナ１３が最も大きい。そのため、スイ
ッチ制御部１２５は、この２番目の送信アンテナ１３のみをＯＮ状態にするようスイッチ
１４を切替える。これにより、受信アンテナ２への給電効率が高い送信アンテナ１３をＯ
Ｎ状態とすることができる。
【００５２】
　なお上記では、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送信電源１２を
設けた構成）に実施の形態４の機能を設けた場合について示した。それに対し、実施の形
態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２を設けた構成）に実施の形態４の機能を
設けてもよく、同様の効果を得ることができる。
【００５３】
実施の形態５．
　実施の形態４では、受信アンテナ２１の位置が複数の送信アンテナ１３の位置に跨った
場合に、パラメータ検出部により検出された変化量が大きい送信アンテナ１３のみをＯＮ
状態とする場合について示した。それに対し、実施の形態５では、受信アンテナ２１の位
置が跨った複数の送信アンテナ１３をＯＮ状態とし、整合回路１２６により位相差を制御
して給電効率を高める構成について示す。なお、実施の形態４に係る共振型電力伝送シス
テムは、図１に示す構成と同様であり、以下図１の構成を用いて、異なる部分についての
み説明する。
【００５４】
　スイッチ制御部１２５は、推定した受信アンテナ２１の位置が複数の送信アンテナ１３
の位置に跨る場合、当該複数の送信アンテナ１３の供給線路を接続するようスイッチ１４
を切替え、且つ整合回路１２６により当該送信アンテナ１３に供給される電力の位相差を
制御させる。
【００５５】
　例えば図１３（ａ）に示すように、受信アンテナ２１の位置が１番目と２番目の送信ア
ンテナ１３の位置に跨っているとする。この場合は、１番目と２番目の送信アンテナ１３
をＯＮ状態にするようスイッチ１４を切替える。さらに、図１３（ｂ）に示すように、こ
れらの送受信アンテナ１３，２１間での給電効率が高くなるように、各送信アンテナ１３
に供給される電力の位相を制御する。この際、整合回路１２６は、送信電源１２と対応す
る送信アンテナ１３のインピーダンスを制御する定数を変えることで各送信アンテナ１３
への電力の位相を変える。なお図１３（ｂ）において、符号１３０１が１番目の送信アン
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テナ１３への電力の位相であり、符号１３０２が２番目の送信アンテナへの電力の位相で
ある。
【００５６】
　なお上記では、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送信電源１２を
設けた構成）に実施の形態５の機能を設けた場合について示した。それに対し、実施の形
態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２を設けた構成）に実施の形態５の機能を
設けてもよく、同様の効果を得ることができる。
【００５７】
実施の形態６．
　図１４はこの発明の実施の形態６に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である
。この図１４に示す実施の形態６に係る共振型電力伝送システムは、図１に示す実施の形
態１に係る共振型電力伝送システムの送信装置１に複数の位置推定補助部（送信側位置推
定補助部）１７を追加したものである。その他の構成は同様であり、同一の符号を付して
異なる部分についてのみ説明を行う。なお図１４では、一次電源１１及び整流回路２２の
図示を省略している。
【００５８】
　位置推定補助部１７は、送信アンテナ１３毎に設けられ、受信アンテナ２１の位置推定
を補助するため、受信アンテナ２１の存在を検出するものである。この位置推定補助部１
７としては、例えば、圧力センサ、光センサ、磁気センサ等のセンサを用いることができ
る。
　そして、スイッチ制御部１２５は、受信アンテナ２１の位置を推定する際に、位置推定
補助部１７による検出結果も用いる。これにより、受信アンテナ２１の位置推定精度が向
上する。
【００５９】
　なお上記では、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送信電源１２を
設けた構成）に実施の形態６の機能を設けた場合について示した。それに対し、実施の形
態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２を設けた構成）に実施の形態６の機能を
設けてもよく、同様の効果を得ることができる。
【００６０】
実施の形態７．
　実施の形態６では送信装置１に位置推定補助部１７を設けた場合について示した。それ
に対し、実施の形態７では、受信装置２に位置推定補助部２３を設けた場合について示す
。
　図１５はこの発明の実施の形態７に係る共振型電力伝送システムの構成を示す図である
。この図１５に示す実施の形態７に係る共振型電力伝送システムは、図１に示す実施の形
態１に係る共振型電力伝送システムの受信装置２に位置推定補助部（受信側位置推定補助
部）２３及びバッテリ２４を追加したものである。その他の構成は同様であり、同一の符
号を付して異なる部分についてのみ説明を行う。なお図１５では、送信アンテナ１３を１
つのみ図示し、スイッチ１４の図示を省略している。
【００６１】
　位置推定補助部２３は、受信装置２に設けられ、受信アンテナ２１の位置推定を補助す
るため、受信アンテナ２１が送信アンテナ１３に近づいた際に当該受信アンテナ２１の存
在を送信装置１に通知するものである。この位置推定補助部２３としては、例えば、送信
アンテナ１３に触れた際にその旨を検出する圧力センサ、受信アンテナ２１の現在位置を
検出するジャイロセンサ等のセンサと、このセンサによる検出結果を送信電源１２のスイ
ッチ制御部１２５に通知する通信器とを用いることができる。この位置推定補助部２３は
、受信装置２に設けられたバッテリ２４により駆動する。
　そして、スイッチ制御部１２５は、受信アンテナ２１の位置を推定する際に、位置推定
補助部２３による通知結果も用いる。これにより、受信アンテナ２１の位置推定精度が向
上する。
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　なお実施の形態７の構成は、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送
信電源１２を設けた構成）と、実施の形態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２
を設けた構成）のいずれにも適用可能である。
【００６３】
実施の形態８．
　実施の形態７では、位置推定補助部２３が受信装置２に設けられたバッテリ２４により
駆動する場合を示した。それに対し、図１６に示すように、受信アンテナ２１が送信アン
テナ１３に近づいた際に供給される電力により位置推定補助部２３が駆動するようにして
もよい。
【００６４】
　なお実施の形態８の構成は、実施の形態１の構成（複数の送信アンテナ１３に１つの送
信電源１２を設けた構成）と、実施の形態２の構成（送信アンテナ１３毎に送信電源１２
を設けた構成）のいずれにも適用可能である。
【００６５】
　また、実施の形態１～８では、給電位置制御システムの機能を共振型電力伝送システム
に適用し、電力伝送を行う場合について示した。しかしながら、これに限るものではなく
、給電位置制御システムを電力伝送以外の動作を行うシステムに適用してもよい。例えば
、送信アンテナ１３に近づいた受信アンテナ２１の位置を推定し、該当する送信アンテナ
１３を動作させるよう切替えて、その送信アンテナ１３と受信アンテナ２１との間で可視
光通信又は音声通信を行うシステムに適用してもよい。
【００６６】
]
　なお、本願発明はその発明の範囲内において、各実施の形態の自由な組み合わせ、ある
いは各実施の形態の任意の構成要素の変形、もしくは各実施の形態において任意の構成要
素の省略が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　この発明に係る共振型電力伝送システムは、従来構成に対し、システム全体として小型
化、軽量化、低コスト化を図ることができ、また、消費電力を低減することができ、複数
の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた共振型電
力伝送システム等に用いるのに適している。
【符号の説明】
【００６８】
　１　送信装置、２　受信装置、１１　一次電源、１２　送信電源、１３　送信アンテナ
、１４　スイッチ、１５　位置情報取得部、１６　記録部、１７　位置推定補助部（送信
側位置推定補助部）、２１　受信アンテナ、２２　整流回路、２３　位置推定補助部（受
信側位置推定補助部）、２４　バッテリ、１２１　インバータ回路、１２２　入力検出部
、１２３　電源パラメータ検出部、１２４　出力検出部、１２５　スイッチ制御部、１２
６　整合回路。
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【図１６】

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明に係る共振型電力伝送システムは、複数の送信アンテナを有する送信装置と、
受信アンテナを有する受信装置とを備え、送信装置は、入力電力から送信アンテナの共振
周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、送信アンテナ毎に設けられ、送信電源によ
り出力された電力を当該送信アンテナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え
可能な複数のスイッチと、前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アンテナが
前記送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出す
るパラメータ検出部と、パラメータ検出部による検出結果から受信アンテナの位置を推定
し、当該受信アンテナの位置からスイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有する
ものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた共
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振型電力伝送システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づ
くことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする共振型電力伝送システム。
【請求項２】
　前記パラメータ検出部は、
　前記入力電力に関するパラメータを検出する入力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項３】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源内部に関するパラメータを検出する電源パラメータ検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項４】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源から出力された電力に関するパラメータを検出する出力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項５】
　前記送信電源は、前記送信アンテナ毎に設けられた
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項６】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、全ての前記送信アン
テナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項７】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、順に前記送信アンテ
ナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項８】
　前記送信装置は、
　学習動作において、前記受信アンテナが配置された位置を示す情報を取得する位置情報
取得部と、
　前記学習動作において、前記パラメータ検出部による検出結果と、前記位置情報取得部
により取得された該当する前記受信アンテナの位置を示す情報とを関連付けて記録する記
録部とを備え、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記記録部に記録さ
れた情報も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項９】
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、前記パラメータ検出部により検出されたパラメータの変化量が大きい前
記送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１０】
　前記送信装置は、
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　前記送信電源と前記送信アンテナとのインピーダンスを整合する整合回路を有し、
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、当該複数の送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切
替え、且つ前記整合回路により当該送信アンテナに出力される電力の位相差を制御させる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１１】
　前記送信装置は、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に
当該受信アンテナの存在を検出する送信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記送信側位置推定
補助部による検出結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、
　前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当該受信アンテナの存在を前記送
信装置に通知する受信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記受信側位置推定
補助部による通知結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１３】
　前記受信側位置推定補助部は、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当
該送信アンテナから供給された電力を用いて駆動する
　ことを特徴とする請求項１２記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１４】
　複数の送信アンテナを有する送信装置において、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、受信装置の受信アンテナが前記送信アンテナ
に近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出
部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部と
　を有することを特徴とする送信装置。
【請求項１５】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた給
電位置制御システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する送信電源と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づ
くことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信
アンテナの位置を推定し、当該受信アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行う
スイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする給電位置制御システム。
【手続補正書】
【提出日】平成27年9月25日(2015.9.25)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明に係る共振型電力伝送システムは、複数の送信アンテナを有する送信装置と、
受信アンテナを有する受信装置とを備え、送信装置は、入力電力から送信アンテナの共振
周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源と、送信アンテナ毎に設けられ、送信電
源により出力された電力を当該送信アンテナに供給する供給線路を接続又は切断するよう
切替え可能な複数のスイッチと、前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アン
テナが前記送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを
検出するパラメータ検出部と、パラメータ検出部による検出結果から受信アンテナの位置
を推定し、当該受信アンテナの位置からスイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを
有するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた共
振型電力伝送システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づ
くことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする共振型電力伝送システム。
【請求項２】
　前記パラメータ検出部は、複数のパラメータを検出する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項３】
　前記パラメータ検出部は、
　前記入力電力に関するパラメータを検出する入力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項４】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源内部に関するパラメータを検出する電源パラメータ検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項５】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源から出力された電力に関するパラメータを検出する出力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項６】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、全ての前記送信アン
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テナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項７】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、順に前記送信アンテ
ナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項８】
　前記送信装置は、
　学習動作において、前記受信アンテナが配置された位置を示す情報を取得する位置情報
取得部と、
　前記学習動作において、前記パラメータ検出部による検出結果と、前記位置情報取得部
により取得された該当する前記受信アンテナの位置を示す情報とを関連付けて記録する記
録部とを備え、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記記録部に記録さ
れた情報も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項９】
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、前記パラメータ検出部により検出されたパラメータの変化量が大きい前
記送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１０】
　前記送信装置は、
　前記送信電源と前記送信アンテナとのインピーダンスを整合する整合回路を有し、
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、当該複数の送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切
替え、且つ前記整合回路により当該送信アンテナに出力される電力の位相差を制御させる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１１】
　前記送信装置は、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に
当該受信アンテナの存在を検出する送信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記送信側位置推定
補助部による検出結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、
　前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当該受信アンテナの存在を前記送
信装置に通知する受信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記受信側位置推定
補助部による通知結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１３】
　前記受信側位置推定補助部は、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当
該送信アンテナから供給された電力を用いて駆動する
　ことを特徴とする請求項１２記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１４】
　複数の送信アンテナを有する送信装置において、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
と、
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　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、受信装置の受信アンテナが前記送信アンテナ
に近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出
部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部と
　を有することを特徴とする送信装置。
【請求項１５】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた給
電位置制御システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する保護機能から成り、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づ
くことにより変化する当該送信電源に関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信
アンテナの位置を推定し、当該受信アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行う
スイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする給電位置制御システム。
【手続補正書】
【提出日】平成27年12月15日(2015.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この発明に係る共振型電力伝送システムは、複数の送信アンテナを有する送信装置と、
受信アンテナを有する受信装置とを備え、送信装置は、入力電力から送信アンテナの共振
周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源と、送信アンテナ毎に設けられ、送信電
源により出力された電力を当該送信アンテナに供給する供給線路を接続又は切断するよう
切替え可能な複数のスイッチと、送信電源が有する当該送信電源の破壊を防止するための
機能から成り、受信アンテナが送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に
関するパラメータを検出するパラメータ検出部と、パラメータ検出部による検出結果から
受信アンテナの位置を推定し、当該受信アンテナの位置からスイッチの切替え制御を行う
スイッチ制御部とを有するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた共
振型電力伝送システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
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と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する当該送信電源の破壊を防止するための機能から成り、前記受信ア
ンテナが前記送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータ
を検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする共振型電力伝送システム。
【請求項２】
　前記パラメータ検出部は、複数のパラメータを検出する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項３】
　前記パラメータ検出部は、
　前記入力電力に関するパラメータを検出する入力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項４】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源内部に関するパラメータを検出する電源パラメータ検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項５】
　前記パラメータ検出部は、
　前記送信電源から出力された電力に関するパラメータを検出する出力検出部を有する
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項６】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、全ての前記送信アン
テナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項７】
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、順に前記送信アンテ
ナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項８】
　前記送信装置は、
　学習動作において、前記受信アンテナが配置された位置を示す情報を取得する位置情報
取得部と、
　前記学習動作において、前記パラメータ検出部による検出結果と、前記位置情報取得部
により取得された該当する前記受信アンテナの位置を示す情報とを関連付けて記録する記
録部とを備え、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記記録部に記録さ
れた情報も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項９】
　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、前記パラメータ検出部により検出されたパラメータの変化量が大きい前
記送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切替える
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１０】
　前記送信装置は、
　前記送信電源と前記送信アンテナとのインピーダンスを整合する整合回路を有し、
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　前記スイッチ制御部は、推定した前記受信アンテナの位置が複数の前記送信アンテナの
位置に跨る場合、当該複数の送信アンテナの供給線路を接続させるよう前記スイッチを切
替え、且つ前記整合回路により当該送信アンテナに出力される電力の位相差を制御させる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１１】
　前記送信装置は、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に
当該受信アンテナの存在を検出する送信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記送信側位置推定
補助部による検出結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、
　前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当該受信アンテナの存在を前記送
信装置に通知する受信側位置推定補助部を有し、
　前記スイッチ制御部は、前記受信アンテナの位置を推定する際に、前記受信側位置推定
補助部による通知結果も用いる
　ことを特徴とする請求項１記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１３】
　前記受信側位置推定補助部は、前記受信アンテナが前記送信アンテナに近づいた際に当
該送信アンテナから供給された電力を用いて駆動する
　ことを特徴とする請求項１２記載の共振型電力伝送システム。
【請求項１４】
　複数の送信アンテナを有する送信装置において、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する当該送信電源の破壊を防止するための機能から成り、受信装置の
受信アンテナが前記送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラ
メータを検出するパラメータ検出部と、
　前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信アンテナの位置を推定し、当該受信
アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行うスイッチ制御部と
　を有することを特徴とする送信装置。
【請求項１５】
　複数の送信アンテナを有する送信装置と、受信アンテナを有する受信装置とを備えた給
電位置制御システムにおいて、
　前記送信装置は、
　入力電力から前記送信アンテナの共振周波数に合わせた電力を出力する１つの送信電源
と、
　前記送信アンテナ毎に設けられ、前記送信電源により出力された電力を当該送信アンテ
ナに供給する供給線路を接続又は切断するよう切替え可能な複数のスイッチと、
　前記送信電源が有する当該送信電源の破壊を防止するための機能から成り、前記受信ア
ンテナが前記送信アンテナに近づくことにより変化する当該送信電源に関するパラメータ
を検出するパラメータ検出部と、
　前記送信電源の保護機能を利用し、前記パラメータ検出部による検出結果から前記受信
アンテナの位置を推定し、当該受信アンテナの位置から前記スイッチの切替え制御を行う
スイッチ制御部とを有する
　ことを特徴とする給電位置制御システム。
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